
5.2 研究トピックス

Tomo-e Gozen を用いた太陽系外縁天体Quaoarによる恒星掩蔽現象の動画観測

〲〰〱〹年〶月〲〸日〬 けふちはちひ〨小惑星番号 〵〰〰〰〰〩にる恒星〨ぇちどち いげ〲 っちぴちぬはで びはふひっづ ぉい〺 〴〱〴〵〹〷〸〴〹〲〶〳

〲〰〲〹〶〹〶〬 ぇちどち ぇバンド等級 〽 〱〵.〷〩の掩蔽が日本で発生すると予報された〮 恒星掩蔽は観測の難しい

外縁天体の大気の存在を明らかにすることができる絶好のチャンスである〮 そのため当日には国内〴カ

所での掩蔽同時観測を実行した〮 このうち東京大学木曽観測所では好天に恵まれ〬 ごはねは〭づ ぇはぺづのを

用いて掩蔽される恒星の動画観測を実施し〬 データの取得に成功した〮 今回掩蔽された恒星の明るさ

は〱〵〮〷等と〬 動画観測のターゲットとしては非常に暗かったものの〬 ごはねは〭づ ぇはぺづのによって極めて高

精細な動画データおよび当該恒星の光度曲線を得ることできた〮

本観測に得られた潜入時と出現時の光度曲線を〬 大気による屈折効果を考慮した光度曲線モデルと比

較した結果 〨図〩〬 光度曲線からは大気屈折現象は検出されず、表面大気圧に〳σ ふばばづひ ぬどねどぴ で〱〶 のぢちひ

の上限値を得ることに成功した〮 この上限値は先行研究と比較して最も小さな値であり、けふちはちひの大

気圧に新たな観測的制約を得ることに成功した〮 以上の結果を ごとづ ぁびぴひはのはねどっちぬ おはふひのちぬ 誌におい

て発表した 〨ぁひどねちぴびふ づぴ ちぬ〮〬 〲〰〱〹 ぁお〩〮
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